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ム
菰
長
就
任
あ

い
導

つ

同
窓
会
会
長
西
入
　
悦
夫

同
窓
会
員

の
皆

様

に
於
か
れ
ま
し

て

は
、

新

型

コ

ロ
ナ
に
よ
る
影
響
下
で
は
御
座

い

ま
す
が
、
益

々
ご
健
勝
に
て
ご
活

躍

の
こ
と
と
推
察
致
し
ま
す
。
昨

年
六
月
の
定
時
総
会
に
お
き
ま
し

て
ご
承
認
を
頂
き
、
清
水
前
会
長

よ
り
会
長
職
の
重
責
を
引
き
継
ぎ
、

東
御
清
翔
高
校
の
同
窓
会
長
に
就

任
致
し
ま
し
た
、
西
入
で
御
座

い

ま
す
。
私
は
昭
和
四
二
年

の
事
業
生
で

す
が
早

い
も

の
で
五
四
年

の
歳
月

が
流
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
学

校
と
は
係
わ
り
の
無

い
生
活
を
続

け
て
来
た
の
で
、
今
回
の
決
定
は

青
天
の
露
震
と
申
し
ま
す
か

ク
私

で
良

い
の
か
″
の
思

い
が
強

い
で

す
が
、
お
引
き
受
け
し
た
以
上
は

母
校
発
展
の
た
め
に
皆
様

の
ご
指

導

。
協
力
を
頂
き
な
が
ら
尽
力
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。
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,
我
々
の
母
校
も
大
正
十
二
年
に

東
部
実
科
中
学
校
と
し
て
開
校
し

て
以
降
、
社
会
の
変
化
に
照
応
す

る
形
で
小
県
農
学
校
、
東
部
高
校
、

東
御
清
翔
高
校
と
幾
多
の
変
遷
を

繰
り
返
し
な
が
ら
建
学
の
理
念
の

基
、
地
域
社
会

へ
多
く
の
人
材
を

輩
出
し
て
参
り
ま
一し
た
。
現
在
も

多
部
制

・
単
位
制
と
い
う
新
た
な

教
育
シ
ス
テ
ム
で
、
個
性
的
で
特

異
な
人
材
の
育
成
に
関
係
者
全
員

が
、　
一
九
と
成
り
日
々
模
索

・
邁

進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
少
子

化
が
進
み
多
様
化
す
る
現
代
社
会

の
中
で
確
か
な
足
跡
を
残
し
て
行

く
事
こ
そ
が
社
会
的
要
望

・
要
請

で
有
る
と

い
う
事
と
認
識
し
お
―，

ま
す
．
同
窓
会
も
側
面
か
ら
全
面

的
に
支
援
を
し
て
行
か
な
け
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
会

員

の
皆
様
に
は
百
周
年
と

い
う
節

目
の
年
に
向
か

い
物
心
両
面
か
ら

の
ご
協
力
を

お
願

い
す

る
事

が

多

々
有
ろ
う
か
と
思

い
ま
す

の
で
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

「舞
台
が
丘
に
立
ち
Ⅲ

走
り
続
け
て
き
た
足
を

止
め
て
み
る
の
も
良
い
も
の
で
す
ヨ
」

ク夢
の
中
時
折
り
顔
出
す
同
級
生
Ⅲ
″

「
学
い
」
瘍
鐘
障

の
た
難
け
』

学
校
長
佐
原
　
智
行

平
素
よ
り
同
窓

会
員
の
皆
様
に
お

か

れ

ま

し

て

は
、

母
校
発
展
の
た
め
、
物
心
両
面
に

わ
た
り
多
大
な
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
年

度
は
四
月

一
日
か
ら
五
月
三

一
日

ま
で
の
臨
時
休
業
を
余
儀
な
く

き
た

ま
し
た
。
本

く
て
は

こ
の
間
、

生
徒
〓

一
学
び

一
２
二
一・〓５

た
め
に
、

学
石
二
一■
一も
を
各

覆
一一こ
一
〓
一「
送
す

る

と
ヒ

ミ
た

、
学
一■

・′・一任
が
電
話

に

よ
ろ
表

一言
相
諮

二
定
一一一ネ
〓
況

の
確

一認
を
行

・．
ま
―
■
，

そ
し

て
、
五

日
二

・
、
三
か
ら
娃
ま

三́

二
千
年
ご

ヒ

■
・Ｆ
三
登
■
時

に
、

一一〓
三
一．沐
題

へ
，
一一員
一二
等
に
対
一二
２
Ｆ

■
支
援

を
年
ｌ
■
ま
し
た

百
三
二

日
ｌ
「
学
ｉ
が
三
二一二」さ

れ
ま

し

た
が
、　
二
ｆ
字
■
〓
″

一
密

一

を
≒

―

た
め
、
始
業
を
遍
ら
せ
短

一一一三
千
要
を
行

い
、
ま
た
、
体
校
中

Ｐ

一〓
一一５

遅
れ
を
取

‐
車
、す
た
め

に
、
一菱
行
事

の
見
直
し
や
夏
季
体

業

２

一一辻
鷲
等
に
よ
――
）〓
業
時
間
を

確
黒
し
ま
し
た
〓　
そ

の
結
果
、　
九

日
夫
ま

で
に
は
学
習
進
質
を
通
常

の
九
二
％
ま
で
、
年
内

に
は
ほ
ぼ

一
こ
こ
バ
ー
セ
ン
ト
回
復
す

る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
３

ま
た
、
今
後
の

臨
時
休
業
に
備
え
、

生
徒

の

「
肇
び

一

．

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
〓
　
　
　
―

を
保
障
す
る
た
め

に
、
オ
ン
ラ
マ
ン

授
業
を
想
定
し
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整

備
を
進
め
て
い
ま

す
。
現
在
、
タ
ブ

レ
ツ
ト
型
パ
ソ
コ

ン
八
〇
台
と
・、．
各

Ｈ
Ｒ
教
室

へ
の
電
子
黒
板
と
遮
光

カ
ー
テ
ン
の
設
置
が
完
了
し
ま
し

た
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環

境

の
整
備
も
進

め
ら
れ
、
今
年
度

内

に
は
校
内

の
無
線

ア
ク
セ

ス
ポ

イ

ン
ト

の
設
置
が
完
了
す
る
予
定

で
す
。

コ
ロ
ナ
禍

に
お

い
て
も
、
教
育

活
動
を
止
め
ず
に
生
徒

の

「
学
び
」

を
保
障
し

て

い
く

こ
と
が
肝
要
と

考
え

て
お
り
ま
す

の
で
、
同
窓
会

員

の
皆
様

に
は
、
今
後
と
も
変
わ

ら

ぬ

ご

支

援

を

賜

り

ま

す

よ
う
、

お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
三
年
度
よ
り

新
校
長
が
着
任
さ
れ
ま
す
。

上
原
　
浩
子
　
先
生

前
任
　
高
校
教
育
課
高
校
再
編
推
進
室

主
幹
指
導
主
事

・
―
¨
１
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の
ヽ

い
さ

『

前
同
窓
会
会
長

清

水

　

新

一

・釉
』
■
ヽ
フ

軋
鵞
同
窓
会
員
の
皆

さ
ま
、
そ
れ
ぞ
れ

の
お
立
場
で
ご
活

躍
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
同
窓
会
役
員
を
退
任

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
同
窓
生

の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ

い

た
役
職
は
、
会
報

の
編
集
委
員
か

ら
始
ま
り
会
長
ま
で
、
自
分

の
力

量
を
顧
み
ず
勧
め
ら
れ
れ
ば
断
る

こ
と
も
知
ら
ず
、
役
職
中
は
自
分

を
向
上
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

い
う

思

い
も
あ
り
、
引
き
受
け
て
き
ま

し
た
。
学
校
も
こ
の
間
に
、
学
科
転
換
、

創
立
九
十
周
年
、
校
舎
改
築
と
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
現
在
は
新

装
に
な

っ
た
校
舎
で
、
生
徒
の
皆

さ
ん
は
学
業
に
、
ク
ラ
ブ
活
動
に

と
励
ん
で
い
る
姿
を
学
校
評
議
員

と
し
て
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
ｃ

退
任
す

る
に
あ
た
り
、
役
職
中

は
周
り

の
人

に
恵
ま
れ
任
を
果
た

す

こ
と
が

で
き
た
と
感
謝
し

て
お

り
ま
す
。

結
び

に
、
母
校

の
益

々
の
ご
発

展
と
先
生
方
、
同
窓
生

の
方

々
の

ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
退
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

同
意
翁
爾
ム
≦
其
就
任
挟
拶

同
窓
会
副
会
〓
山
崎
　
康

一

こ
の
た
び
同
窓

会
副
会
長
を
さ
せ

て
頂
き
ま
す
東
御

市

田
中

の
山
崎
事

一
と
申
し
ま
す
。

私
は
市
内

で
建
設
業
を
営

み
な
が

ら
東
御
市
市
議
会
議
員
を
さ
せ
て

頂

い
て
お
り
ま
■
〓
ま
た
、
長
年

子

育

て
教

育

に

一栃
わ

っ
て
お

り
、

田
中
地
区
育
成
１１
議
会
会
長
も
さ

せ

て
頂
き
、

田
　
小
で
魚

の

つ
か

み
取
り
、
湯

の
１
キ

ャ
ン
プ
等

の

行
事

に
も
取
り

二
ん
で
お
り
ま
す
。

そ

の
際
、
母
校

二
果
御
清
翔
高
校

の
ボ

ラ
ン
テ
イ
　
部

の
生
徒

の
皆

さ
ん
と
多
く
関

．
り
、
交
流
を
深

め
て
お
り
ま
す
（

ま
た
、
私
は
七
年
前

に
長
野
県

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
を
務
め
さ
せ

て
頂
き
、
そ

の
活
動
を
通
し
て
長

野
県

の
高
校

の
実
情
を
よ
く
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
母
校
は
十

年
前
多
部
制
と
な
り
、
市

の
道
路

事
業
に
よ

つ
て
校
舎
が
新
し
く
な

り
ま
し
た
。
綺
麗
な
校
舎
で
子
ど

も
た
ち
が
夢
を
持
ち
学
問
に
励
め

る
事
は
、
県
内

の
県
立
高
校

の
中

で
最
も
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。

そ
ん
な
母
校
も
三
年
後
に
は
創

立
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
記
念
す

べ
き
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
更

な
る
発
展
と
教
育
環
境

の
充
実
に

向
け
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
カ

添
え
出
来
れ
ば
と
思

い
ま
す

の
で

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

還
暦
な
趨

えゝ
て

ヽ
昭
和
五
■
五
年
度
事
業
～

五
十
五
年
度
卒
業
生

上

原

　

達

私
た
ち
の
卒
業
年
度
は
、
今
年

で
還
暦
を
迎
え
る
年
男
年
女
に
な

友
。
結
婚
後
、
幼
子
を
残
し
病
で

亡
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
友
。
還
暦

を
前
に
病
や
事
故
で
こ
の
世
を
す

で
に
去

っ
て
行

っ
て
し
ま

っ
た
多

く
の
仲
間
が
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
年
度
は
、
比
較
的
横

の
繋
が
り
が
あ
り
、
ク
ラ
ス
や
部

活
を
越
え
た
連
絡

の
取
れ
る
仲
間

が
集
ま
る
同
窓
会
的
な
会
を
、
不

定
期
で
は
あ
り
ま
す
が
開
催
を
し

て
お
り
ま
す
。
先
輩
が
経
営
す
る

お
店
や
両
親
が
経
営
す
る
お
店
を

会
場
に
使
わ
せ
て
頂

い
て
、
同
窓

会

の
輪
が
年
々
広
が

っ
て
い
る
こ

と
が
私
の
楽
し
み
の

一
つ
に
な

っ

て
お
り
ま
す
ｃ

最
後
に
、

コ
ロ
ナ
禍

の

一
日
も

早

い
終
息
と
、
大
勢

の
仲
間
と
元

気
に
還
暦
祝

い
を
開
催
で
き
る
こ

と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

一書
皇

■

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を

歩
み
、
よ
う
や
く
還

暦
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

振
返

っ
て
み
る
と
、

高
校
時
代
に
不
慮

の

事
故
で
若
く
し
て
亡

く
な

っ
て
し
ま

っ
た

同年会を開催いたします。開催日

時等は別途ハガキにて各クラスの

実行委員からご案内いたします。

昭和44年 3月卒業

同年会実行委員会

昭和44年 3月卒業 (第21回 )
同年会開催のお知らせ ―

既
Ⅱ髪

さくら歯科クリニック

昭和44年卒業 (第21回 )

院長 本戸歳知
埼玉県坂戸市塚越 1‐4
て,049‐ 288‐ 3838

おかげ様で創業45年
食材にこだわった「武信のとんかつ」を

ご賞味ください。

武田悦去:昭和
“

年卒業(第四口)

お近くにお越 しの際はお立ち寄りください

本  店 神奈川県川崎市多摩区南生田4‐ 12‐ 17
で,044‐976‐ 0477

代々木店 東京都渋谷区西原3‐ 1‐7
て
'03‐
3466‐ 1125

¬
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ヽ
ノ
σ
ｕ

今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、
各
方
面
で
活
躍
し
て

い
る
同
窓
生
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
―キ
ま

す
。第
１
回
は
、
昭
和
四
十
四
年

（第
二

下
一
回

卒
業
）
の
武
田
悦
夫
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
‥

在
校
中
は
、
剣
道
部
に
所
属
し
、
塚
田
功
先

生

（生
徒
の
間
で
は

『
ウ
マ
さ
ん
」
と
親
し
み

を
込
め
て
呼
ば
れ
て
い
た
。
）
の
厳
し
い
指
導
の

も
と
、
剣
道
二
段
を
取
り
各
種
剣
道
大
会
で
も

活
躍
し
ま
し
た
。

三
年
生
の
時
に
は
、
丸
山
伸

一
団
長

（故
人
）、

本
戸
歳
知
副
団
長
と
と
も
に
、
武
田
悦
夫
さ
ん

は
副
団
長
を
努
め
て
い
ま
し
た
。
ク
応
援
団
は

怖

い
。
不
良
ク
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の

方
も
大
勢
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
三
人

は
人
望
も
あ
り
、
学
年

・
学
校
を
ま
と
め
て
い

ま

し
た
ｃ

田
悦
夫
さ
ん
は
、
卒
業
後
、
お
店

の
名
前

の
方
も
多
く

い
ら

っ
し

ゃ
る
と
思

い

つ
　
井
泉
」
に
就
職
さ
れ
ま
し
た
ｃ
　
は

川
県

代

々

武

店

れ
し
ま
し
た
二
一
と
番
組
中
で
紹
介
し
て
い
ま

し
た
ｏ
そ
れ
は
か
――
で
は
な
く
、
実
は
こ
の

「
と
ん

か

つ
十
信

一、
か
の
有
名
な

フ
ラ
ン
ス
の

″
ミ

シ

ュ
↓
ン
デ
イ
ド
ウ
ビ
ル
グ
ル
マ
ン
に
も
認
定

さ
れ
〈

お
言
で
も
あ
り
ま
す
。
ビ
ル
グ
ル
マ
ン

と
は
、　
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
高
く
、
丁

寧
に
た

し
た
た
一貫
の
良

い
料
理
が
三
千
五
百
円

以
内
ス■
員
〓言
が
出
来
る
お
勧
め
の
店
と

い
う
事

で
認
牛

・ご
ｔ
て

．ヽ
ま
す
３

武
”
一き
た

，
ま
、
地
域

の
顔
と
し
て
も
活
躍
さ

れ
て
■

‐
、
一二
た
の
異
業
種
交
流
会
や
、
食
品

衛
生
イ
会
二
妥
三ス
に
も
就
か
れ
社
会
貢
献
も
さ

力
′・）′
、
い
ユエ
一・
‥

ま
た
、
社
会
奉
仕
団
体

の

「
生
田
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
〓
ブ

一
に
も
所
属
さ
れ
て
お
り
、
友
好
委

員
長
と
し
て
、
二
Ｃ
二
Ｃ
年

に
は
、
同
窓
生
も

多
数
所
属
し
て
い
る
故
郷

の

「
東
御

ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ

一
ヒ
友
好
ク
ラ
ブ
関
係
を
結
ぶ
、
二

つ
の
ク
ラ
ブ
の
橋
渡
し
役
と
し
て
も
活
躍
さ
れ

ま
し
た
こ

故
郷
に
対
す
る
愛
着
は
人

一
倍
強
く
、
東
御

市

の
お
役
に
立
て
れ
ば
と

の
思

い
か
ら
、
お
店

・
ヽ

，

フ

ノ
ン

口
に
は
、
「
東
御
市
ふ
る
さ
と
納
税
」

フ
レ
ツ
ト
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
お
店

て

お

ば
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

武

田
さ
ん
は
七
十
才
と
な

っ
た
今
、
一
周
り

の
人
に
恵
ま
れ
、
運
ヒ
努
力
で
今
日
が
あ
り
ま

´

す
ｆ
一
と
謙
遜
さ
れ
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
調
理

場
に
立
ち
、
地
域
に
貢
献
す
る
な
ど
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
一一

最
後
、
武
田
さ
ん
に
在
較
生
や
会
員
の
皆
さ

ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
慣
い
す
る
と
、
一「就

職
に
学
歴
は
関
係
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
な

事
を
見

つ
け
て
、
専
門
性
を
高
め
て
、
健
康
に

気
を
付
け
て
学
業
に
励
ん
で
下
さ
い
二
丁
二
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

紹
介
者

一　
横
毛
　
和
俊

同
_機  _■

111111111111::i:1l1111111

■驚祗簸||

絃

Vo1 1

番
組
で
も
お

　

修

ン
ト
の
ウ

エ
　

・店

ド
を
差
し
入

　

り

く の を 谷 東 神 パ
だ 近 し 西 京 奈 ン
ヽ
ヽ

●パソコン会計導入支援
●個人・法人・相続の税務相談 ●ネット会計

フューチャーアカウンティングノこ|ス勢∠

税理士 水 沢 健 時

`:,(0268)25…

0010静ξ)Fni】K(0268)25…0016
上田市諏訪形1275-4

E‐mall:akm@gaea.Ocn.ne.jp
URL:http://www.akm18.com

^f ,?*28
上田市中央3-1貸Jガ

｀
際
聾`

・
 し  'i「EL 0268‐ 27‐9835
ヽ:=4辞‐督:紙

昭和 45年卒業 (第 22回 )
古川 佐津喜

大 小 宴 会 承 りま す
・
T｀EL 0268-64-4944
長野県東御市県135-1

昭和58年卒業 (第 33回 )

店主 小林一久

十日仁な

ー水沢健時税理士事務所

の
オ

ー

ナ

ー

　

の

田

か

つ
武

と
ん
か

に
行
か
れ
た
際
に

い
ｃ
一同
窓
生
で
す
』
と

…

試

宅

し

ま

す

‥

轟



令和3年 (2021年 )3月 30日 (火) 東御清翔高校 同窓会報

協力

毎年ご協力をお

の作成や

上げます。

て、経済状況多難な

も協力金を 1日以上 (1

だきたいと存じます。

(4)第 37号

令和元年度 東御清翔高等学校同窓会事業報告
令和元年度 東御清翔高等学校同窓会会計 決算書

1 総括
2,831,168円

1.514,029円

1,317,139円

入

出

引

収

支

差

2 収入 (単位 :円 )

項 目 予算現額 」■入
'吝

IF, 三役会。ゴルフ大会について。同窓会名簿発行契約について

長越今 1245752 1215752 ゴルフ大会 第 1回準備会

令和 2年度 東御清翔高等学校同窓会事業計画

円

●日 時

●会 場
●議 題

●懇親会

令和 3年 6月 19日 0
受 付 14:10～
総  会  14:20～ 15:00
懇業見考ミ
. 15:00～ 17:00

平安閣みまき (東御市)
・令和 2年度事業報告、
会計報告並びに監査報告
・令和 3年度事業計画 (案 )、 予算 (案 )
。その他

参加費 3,000円

〈お願い〉

参加のお申し込みは、

東御清翔高校まで下記
のFAXに てお願いしま
す。学校業務の支障を

きたす恐れがあります

ので、お電話でのお申

し込みはご遠慮下さい。

東 御 清 翔 高 校

「
AX 10268-61-0013

入会金 605,000 610,000 5,000 5.000円 × 122人

卒業時徴収金 500,000 525,000 25,000 5.000円 × 105人

会費 300,000 372,060 72,060 ゆうちょ銀行、コンビニ入金

広告料 45,000 30,000 ∠ゝ 15.000 会報広告オ|

248 48,356 48.108 預金利 U.雑収入

合計 2,696,000 2,831.168 135,168

年 月 要摘

π 入学式、正副会長出席。祝い生花提供。職員歓迎会正副会長出席。

26 三役員会。今年度計画について。

23 三役会。(平成30年度事業報告・決算報告。今和元年度事業計画・予算案提案。)

22
理事会/同窓会総会。(平成30年度事業報告・決算報告。令和元年度事業計画・予
算案提案。)100周年事業等

10 ゴルフ大会 第2回準備会
10 20 東御清翔高校 (東部高校)同窓会親睦ゴルフ大会 浅間高原CC
11 29 拡大役員会 (三役 +幹事)100周年事業役員名簿について

12 11 第 1回編集委員会
ヽ

三役員会。同窓会報の内容検討。100周年実行委員会開催について

25 100周年実行委員会

29
同窓会表彰 :ク ラブ表彰個人表彰 (ク ラブ活動、検定級取得)精・皆勤賞副賞授与
掘内副会長講演の予定 (中 止)

卒業式、正副会長出席予定 (中止)。 卒業記念品 (卒業証書入)贈呈.祝い生花提供.

16 第2回編集委員会

23 転退職職員送別会 (中止)

30 同窓会報発行

3 文出

項 目 予算現額 収入済額 増減 説 明

会議費 100,000 60,394 39,606 総会開催経費等

報償費 120,000 64,000 56.000 生徒 クラブ去彰 皆精勤よ彰

交際費 150,000 73.000 77.000 学校行事参加経費 餞別等

需用費 315,000 314,383 617 卒業記念品等

役務費 850,000 802,252 47,748 通信費等

維持管理費 10,000 10,000

補助費 50,000 50,000 支会総会補助

1∞周年記念事業積立金 200,000 200,000 令和 5年創立 100周年

予備費 901,000 901,000

合計 2,696,000 1.514,029 1,181,971

年 月 摘 要

入学式、正副会長出席 (中止 )。 祝い生花提供。職員歓迎会正副会長出席中止。

15
三役員会。総会について。100周年事業関係。令和元年度事業報告・決算報告。令

和 2年度事業計画・予算案

27 同窓会理事会。(平成∞年度事業報告・決算報告。平成31年度事業計画・予算案提案。)

27 同窓会総会。(平成30年度事業報告・決算報告。平成31年度事業計画・予算案承認。)

ゴルフ大会 第1回準備会
ゴルフ大会 第2回準備会

10 17 東御清翔高校 (東部高校)同窓会親睦ゴルフ大会 浅間高原CC

第1回編集委員会

同窓会表彰 :ク ラブ表彰 個人表彰 (ク ラブ活動、検定級取得)精・皆勤賞副賞授与
副会長 講演
卒業式、正副会長出席。卒業記念品 (事業証書入)贈呈。祝い生花提供。会長祝辞

22 転退職職員送別会

役員会

第2回編集委員会

末 同窓会報発行

役員会.総会日決定。同窓会報の内容検討。ゴルフ会について。支部総会について

株式会社 信越精密
Shin‐ Etsu Seirnitsu Co.,Ltd.

東御市田中318番地 8
TEL 0268-64¨5511(イt表 )

平
」

“

iSS

東御市上下水道指定工事店
床暖房工事・合併処理浄化槽工事

“

鶴えがす薔量籟秋褥

東御市本滋野乙 だヽ 63日6359
FAX 63日6161

す。毎年

13
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東御清翔高校 同窓会報   令和3年 (2021年)3月 30日 (火 )(5)第 37号

百
周
年
に
向
け
て

い
よ
い
よ
１
０
０
周
年
ま
で
あ

と
２
年
と
な
り
ま
し
た
。
名
簿

の

作
成
は
い
サ
ラ
ト
さ
ん
に
お
願

い

し
て
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
通
り
に
進
ん

で
お
り
ま
す
。
名
簿
購
入
者
が
少

な

い
と
聞
き
、
多
く

の
同
窓
生
が

購
入
し
同
級
会
な
ど
に
活
用
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
＾
ま

た
、
関
東
財
務
局

へ
の
寄
付
金

の

税
制
上
の
優
遇
措
置
申
請
手
続
き

に
関
し
、
同
窓
生
の
水
沢
健
時

（昭

和
４５
年
卒
）
さ
ん
に
お
願

い
し
進

め
て
参
り
ま
す
〓

大
雑
把
な
流
れ
で
丁
が
、
一〓■
５

皆
さ
ん
に
予
定
し
イ

」二

三
Ｊ
二

．

く
よ
ろ
し
＜
お
願
い

一
ｔ

ニ
ニ
・

同
窓
会

一
会
一　
プ二
三二

作
成

に
お
け
一　
〓■

■
ヽ

■
一■
∵

一
一
マ
ず
で
　
一
・
｝
本
三
■
■

女
一
ｒ́
ｔ
レ
Ｔ
お

‐ヽり
ヽ
「
　
一一　
一　
，二
■
う。

〓
下
、‐い
・一ヽ
「
一、
，一三
）
一　
（ヮｊ一一　　
．へ
、
」
一一一
．
　ヽィ
、、

，
二
せ
一
牛
支

作
業

が
（

一
■
て

ご
ま

一‐
‐　　け一〓
二行一
．　一
」
い
、　　キ
　　́́
　
　ヽ．　一　一ｒ、　．二
　「″

協
力

を

卜
ｔ
だ
き
■

‐
千

二
う
ご

ざ

い
ま
す
ｃ

な

お
、

一三
一」ｒ

「
交

・
来

錦

清

翔

〓
〓■
ｌ
ｉ
．■

〓
・■

一Ｔ
一・（■
一Ｆ
一
一二

二

‥

¨
●

Ｆ
ュ
■
〓
三
―

一

〓
オ

ニ
■
〓一

モ

ゴ
ニ

・

′、
下

二

■

〓

三

一に一
一■

ニ

ー

■

三

Ｊ
ぎ
、

Ｔ
■
二
こ
よ

ろ

レ
●
三

〓
Ｉ

‐

ンま

〓
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■●
:
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ヽミ■■‐i=
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２

０

２
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■

■
■
・
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r桑1蒙
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年 主な日程 (予定 ) 活動 等

支部長会議 コロナのため延期

第 3回 :1,局査 はが き発送

同窓会報発行 第 4回 :J同査はが き発送

第 5回 調査はが き発送

変更最終 メ切 り

19 土 総 会 式典内容 案 .提示 ,,■
||,

三三電 言言 →■

６
〓
，

〓
18 土 総会 募金状況の報告・式典内容決定・報告

式典案内発送

ミI.:≡ ■―,■ 、事 :キ

２
０
２
３

（令
和
５
年
）

式典参加者出欠確認

同窓会報発行

学校職員の役割分担提示

10 t 100周年式典 (総会を兼ねる)

22 親睦ゴルフコンペ

11

12

エ
二
一一一
作
成
に
関
す

る
確
認
が
必

〓一，

、■
〓
一（
お
よ
び
名
簿
＋杢
導
入
者

ｆ
一
１
一、
名
簿
内
容

に
開
十

る
確

ｉ
・ｖ
三

一浮
購

の
案
内

の
電
話
を

行

〓
て

．

電
話
の

一
ｔ

ｔ

く

に
な
り
ま
す
。

》
方
東
御
清
翔
高
校
同

簿
作
成
を
委
託
さ

一″，
全
■
輝
（
し
い
し‐
フ

■
て

お
り
ま
す
、
株
式
会
社

サ
ラ

ト
（
）

・Ｅ
と
申
し
ま
す
＾
」

十
二
―
よ
う
に
、
一
サ
ラ
ト
」
と
名

二
Ｔ

二

一場
合
は
、
名
簿

に
関
す

る

お
言
一〓一一一に
な
り
ま
す
〓

〓
・

■

専
用

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
１
９
５
８
１
０
１
７

学
校
の
整
理
番
号

２
１
０
６
０
９

十
一電
話
の
時
に
整
理
香
号
が
必
要

ク
レ
ー
ム

一

サ
ラ
ト
代
表
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
１

１
３
８
１

０
０
０

※
「出
版
編
集
部
　
山
下
」
と
お
伝

一

え
く
だ
さ
い
。一担
当
に
代
わ
り
ま
す
。

入
っ
た
内
容
や

緑のある暮し提案します
創業以来百余年%逹 はスカに tよ す

あ りがとうとヽ` う感謝 の`Sを

月掛 1000円 月掛2000円
茫踵憑辣
月掛3000円

満期 12万円 満期 24万円 満期 36万円

東御市常田366-5 80268-62-1813

万が一の時の備えに安心の互助会を

暴鰺 巫鰊

※会員割引有り、無料サービス有り、詳しくはお問合わせください。

セレモニーホール

蛉楊̀咸鰺屏
卜
巡魃鶉洸軋

〒389-0516東 御市 田中 179
0236
0456
0668
1836
1354
6888

８

８

８

８

８

８
店
店

店
店
店
店
口
央

林
野
子
押
帥
呻

田
長
丸
軽
上
上

●
●
●
●
●
●

ゝ

曜日

:

２

０

２

１

　
一
■

■
〓

〓

〓

土

そ
の
他
、
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(6)第 37号令和3年 (2021年)3月 30日 (火) 東御清翔高校 同窓会報

行 行 行 農 商
政 政 政 業 業

中 木 市 掛 藤 三 宮 金 坂 山 瀬 徳 外 阿 日 柄 寺 中 増 岩 宮 竹

間 竹 山 部 向 澤 島 山 田 下 沢 松

清 貞 祐 光  真 敏 隆  康 英 杏
ヨ 事 冊 卒 的 野 ■1雄 靖 夫 FIF子

ま

ち
悪

い
―
」
「
変
な

の

れ

た

ん
だ
環
境
調
査

土
壌
環
境
保
全

り

ま

し

た
。
全
国
で
二
十
二
団
体

（個
人
含
む
）

一
一
ロ

賞
し
、
県
内
で
は
東
御
清
翔
高
等
学
校
が
唯

一

授
業
を

こ
の
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま

　

さ
ヽ
ンに
に
有
り
難
か

っ
た
で
す
。
今
後
も
、
河

授
業
で
は
、
生
徒
９
名
、
教
職
員
３
名

上

物

の
取
り
組
み
を
、
同
窓
会
の
皆
さ

見

守

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い

（理
科
　
官
澤
裕
太
郎
）

を

し

て

の
調
査

と

し

て

発
活
動

っ
た

６

れ

て
お

せ
ぬ
生

査
を
進

か
し
、

＝

つ
く

じ

と

■
〓三
二
川
で

令
和
元
年
度

転

退

職

職

長

（敬
称
略
）

国
語
国
語
社
会
社
会
数
学
理
科
体
育
芸
術
英
語
農
業
行
政
行
政

令
和
二
年
度

着

任

職

員

（敬
称
略
）

前
任
地

国
語
国
語
社
会
理
科
体
育
芸
術
　
西

贔

澤 下 川 川 原 原 石 澤 箱 日 本

彩 康  慎 友 勝 裕 芳 尚 亜
人    布

清 子 彦 渡 吾 紀 行 郎 明 嗣 子
封/

転
出
先
等

赤
穂
坂
城
中
学
校

坂
城
坂
城
退
職
東
京
都
立
高
校

茅
野
退
職
退
職
丸
子
修
学
館

佐
久
地
域
振
興
局

小
諸
養
護
学
校

高 佐 蓼
遠 久 科
平
総
合

佐 赤 上 丸 長
久 穂 田 子 野
平 ⌒ 東 修 南
総 定  学
合 時  館
市l

蒙
科
長
野
保
健
福
祉
事
務
所

上
田
東

環
境
省
よ
り

功
労
賞
受
賞
Ｈ

学園生活の思い出と記録 の 撮影

写真専科口級 タジォ
青=389-0516

長野県東御市田中106(田 中郵便局前)

丁EL 0268-62-0245

御 写 真
真心こめて

スクールウェアー専門店グループ
(東御清翔高校制服販売指定店)

◆[田中]衣料センター たなか

◆[田中]ファッションプラザ ちもと

◆[祢津]斎喜屋・[祢津]おしゃれ百番
TEL0268・ 62‐0265 。 ′I｀EL0268‐ 64‐4101

′
I｀EL 0268‐62‐0127

TEL 0268¨ 62‐0056

いや しの庭づくり
造園設計・施工・管理

有限会社

藤本エクステリア
′
代表票締役 後 藤 工 直

F TEL 0268-25-3205

聾lξ
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同
窓
会
会
員

の
皆
様
に
は
、
日

頃
よ
り
本
校
教
育
活
動
に
対
し
ご

理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

多
部
制
単
位
制
七
期
生
（令
和
元

年
度
卒
業
生
）
の
進
路
決
定
状
況
は
、

就
職
４３
％
、
進
学
４９
％
、
そ

の
他

８
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
就
職
で

は
、
製
造
業
に
就
く
ケ
ー
ス
が
目

立
ち
ま
す
。
進
学
で
は
短
期
大
学

へ
の
進
学
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
八
期
生
（令
和
２
年
度
卒

業
生
）
の
進
路
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
を
受
け
出
足
こ
そ
鈍
か

つ

た
も

の
の
、
年
明
け
以
降
、
多
く

の
生
徒
が
希
望
の
進
路
を
実
現
さ

せ
て
い
ま
す
。
就
職
希
望

の
生
徒

は
ほ
ぼ
就
職
先
が
決
ま
り
、
進
学

で
も
公
立
長
野
大
学

へ
の
合
格
を

果
た
し
た
生
徒

が
出

て

い
ま
す
。

進
路
実
現
に
向
け
、
諦
め
な

い
こ

と
の
大
切
さ
を
在
校
生
に
も
感
じ

て
欲
し
い
と
切
に
願

っ
て
い
ま
す
。

進
路
指
導
係
と
し
て
は
、
今
後

も
生
徒

の
進
路
希
望
実
現
に
向
け
、

職
員
間

。
地
域

・
企
業

・
上
級
学

校
と
連
携
を
と
り
た

い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
本
校

へ
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

健

二

今
年
度
は
九
十
七
名
が
三
月
二

日
に
卒
業

を

迎
え

ま
す
。　
一
月

二
十
九
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
学

習
発
表
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
、
生
徒

の

一
年
間

の
学
び
の
成
果
を
、
同
窓
生
の
方
々

に
ご
来
校

。
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ず
、
非
常
に
残
念
で
し
た

が
、
校
内
で
の
多
く

の
展
示
や
動

画
収
録
で
の
充
実
し
た
発
表

の
中

に
、
生
徒

の
大
き
な
成
長
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
を

大
き
く
受
け
て
、
企
業

の
求
人
が

少
な
め
と
な
り
、
就
職
希
望
者
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
し
た
。
ま

た
、
進
学
希
望
者
も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
や
学
校
説
明
会
が
少
な

い

中
で
し
た
が
、
生
徒

一
人
ひ
と
り

が
、
よ
く
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

本
校
生

へ
の
多
く

の
求
人
や
、
生

徒
が
指
定
校
を
選
べ
る
こ
と
が
で

●進路先一覧

【専門学校】【就職】

【大学】

【短大】

し だ も あ 変 陰 級 は

き

て

い
る

の

が
社
会

や
上

れ
て

い
る
お

皆
様

に
は
大

す
。
本
当

に

ま
す
。
今
後

お
貸
し

い
た

ま
す
。
よ
ろ

、
同
窓
生

の
皆
様

学
校

で
ご
活
躍
さ

で
す
。
同
窓
生

の

感
謝
し

て
お
り
ま

り
が
と
う
ご
ざ

い

後
輩
達

に
お
力
を

け
る
こ
と
と
存
じ

く
お
願

い
い
た
し

ま
す
。
卒

業
を

迎

え

る

生

徒

に

は
、

令

和

五
年
度

に
創

立
百
周
年
を
迎
え

る
、
歴
史

あ

る
本

校

の
同
窓
生

の
自

覚

を
持

ち
、
良

き

社
会

人
と

し

て
活

躍

し
続
け

て

い

っ

て
く

れ

る
こ
と
を

願

っ
て
い
ま
す
。

大  学 短  大 専門学校 進学 未  定

国公立 私立 国公立 私立 国公立 私立 計
就職 家居

進学 就職
生徒数

男子 21 22 16 2 43

女子 5418 27 19

計 39 49 35 4 5 97

合計 ――――――――老「
―――
― ―

―-6-一 ― -39 49 35 -4 9 97

割合 41 62 402 505 361 41 93 1000

長野平青学園

岡学園 トータルデザインアカデミー

上田情報ビジネス専門学校

長野調理製菓専門学校

長野理容美容専門学校

カレッジオフキャリア

長野美術専門学校

未来ビジネスカレッジ

長野医療衛生専門学校

長野県農業大学校

長野ビジネス外語カレッジ

高崎動物専門学校

日本自然環境専門学校

東京観光専門学校

東京福祉専門学校

神戸電子専門学校

駿台外語&ビジネス専門学校

専門学校名古屋ビジュアルアーツ

東京デザイナー学院

群馬調理師専門学校

日本工学院八王子専門学校

尚美ミュージックカレッジ専門学校

(株 )高山CHOYAソ ーイング

(株 )コ ガネイモールド

(株 )竹内製作所

(株 )ENEOSウ イング信越支店

バ ビデ (株 )

日本電産シンポ(株 )

(株 )セ ビアプロミクス

第一貨物 (株 )

自衛隊

(株 )エ スビー食品

(社 )ちいさがた福社会

(社 )敬老園

アート梱包運輸 (株 )

三菱ケ ミカルインフラテック

(株 )上田事業所

東京特殊電線 (株 )

(株 )松 山

日軽松尾 (株 )

信越明星 (株 )

(有 )旅館菊乃屋 (別所温泉七草の湯)

(株 )アルカディア

(有 )新工

上燃 (株 )

かなもと青果(株 )

日信ブレーキシステムズ(株)

(社 )上 田 しいのみ会

(社 )別所清明会

(社 )特養佐久福寿園

(株 )ツ ルヤ

(株 )東急 リツー トサービス

ハーヴェス トクラフ旧軽井沢

長野大学

東京福祉大学

東海学院大学

埼玉学園大学

上田女子短期大学

佐久大学信州短期大学部

城西短期大学

緻r_
lNTeR SUPPORT

株式会社インターサポート
代表取締役社長 」二原  達

TORU UEHARA

11=||
撚椰叫二||

笏蓼郎◎Ψ∴
羮Φ tt S畳 鐘隆

丁EL 0268‐ 38¨3050
上田市古安曽 1116

〒:386‐0005長野県|_ヒ田市古里 79‐ 8
TEL 0268‐ 25‐6336
携帯 090-3213-3207
E-mail : intspt@jade.plala.or.jp 器

FA× 0268‐ 25‐ 6337

臨画□菫饉国興鎧鐵園目

滝沢損害保険閉
TEL0268口 22‐9066

生命保険と損害保険で
皆様の暮らしに安心と信頼を !

上田市諏訪形 1346-1

遠
藤
　
博
史

■■|
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結
果
優
　
勝

準
優
勝

第
三
位

第
四
位

第
五
位

小
林

正
和

様

小
林

昌
志

様

猪
飼

憲
二

様

宮
坂

英
二

様

土
屋

和
彦

様

（
ス

コ

ア

９２

）

（
ス

コ

ア

９２

）

（
ス

コ

ア

９０

）

（
ス

コ

ア

９５

）

（
ス

コ

ア

９２

）

第
三
回
東
御
清
翔
高
校
同
窓
会

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

期
日
　
令
和
３
年
１０
月
１６
日

（土
）

場
所
　
浅
間
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

申
込
　
令
和
３
年
９
月
１
日
～

９
月
２２
日
ま
で

東
御
清
翔
高
校
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
し
込
み

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
６
８
・６
１
・０
０
１
３

同
窓
会
員
の
親
睦
と
交
流
を
図
る

事
を
目
的
に
、
令
和
元
年
よ
り
開
催

さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。
毎
回
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
が
和

気
あ
い
あ
い
と
し

た
楽
し
い
雰
囲
気

で
爽
や
か
な
秋
の

一
日
を
思
う
存
分

楽
し
ん
で
お
り
ま

す
。
前
述
で
ご
案

内
し
ま
し
た
、
第

三
回
大
会

へ
の
会

員
の
皆
様
の
ご
参

加
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年

の

回
本
オ
ー
プ
「ｙ
Ｏ
は

い

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ア
ー
山
経
町
　
百ヽ
否
包

昨
年

の
十
月

に
行
わ
れ
た
日
本

オ
ー
プ

ン
は
自
分

の
ゴ

ル
フ
人
生

に
お

い
て
と

て
も
忘
れ
ら
れ
な

い

経
験
と
な
り
ま
し
た
ｃ

日
本

オ
ー
プ

ン

ヘ
出
る
た
め
に

は
、
最
終
予
選
を
突
破
し
な
く

て

は
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
前
に

「
日

本
オ
ー
プ

ン
地
区
予
選
」
と
言
わ

れ
る
各
地
６
会
場

で
行
わ
れ
る
予

選
会

で
上
位

に
入
ら
な

い
と
、
最

終
予
選

へ
駒
を
進

め
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

出
場
を
目
指
し
４
年
間
挑
戦
し

て
き

て
、
初

め
て
地
区
予
選
を
通

過
し
最
終
予
選

へ
と
駒
を
進

め
る

事

が
出
来
ま

し
た
し
そ
し

て
、
最

終

予
選
も
突
破
Ｌ
人
生
初

の
日
本

オ
ー
プ

ン
出
場

（̈
権
利
を
掴
む
事

が

で
き
、
万
感

一
思

い
で
あ
り
ま

し
た
ｃ
良

い
結
果
を
出

ンた
い
と
、
よ
り

一
段
と
気
持
ち
ｔ
強
く
練
習
や
ト

レ
ー

ニ
ン
グ
に
，

つ
組
み
ま
し
た
。

試
合
当
日
、
「

］
の
ス
タ
ー
ト
は

人
生
初

の
ト
ー
　
メ
ン
ト
と
言
う

事
も
あ
り
、
今
す
１

に
無

い
緊
張
が

あ
り
ま
し
た
。
昨
平
か
ら
新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
書
が
あ
り
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
は
入
る
墓
が
出
来
ず
無
観

客
試
合
と
な
り
ま
し
た
が
、
と

て

も
良

い
舞
台

で
ゴ

ル
フ
が
出
来

て

い
る
事
に
感
動
し
ま
し
た
。

日
本

の
メ
ジ

ャ
ー
大
会
と

い
う

事
も
あ
り
、

コ
ー
ス
セ

ッ
テ
ィ
ン

グ
も
自
分
が
今
ま

で
経
験
し
た
事

の
無

い
ラ
フ
の
長
さ

で
、
ボ
ー

ル

が

ラ

フ

ヘ
入

つ
た
ら
グ
リ
ー

ン
を

狙
う
事

が
ほ
ぼ
不
可
能
な
程

の
状

態

で
し
た
。

こ
こ
で
メ
ジ

ャ
ー
大

会

の
凄
さ
と
、
自
分

の
ゴ

ル
フ

ヘ

の
練
習
課
題
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
事
を
感
じ
な
が
ら
２
日
間

の
ラ
ウ
ン
ド
を
終
え
、
ス
コ
ア
の
ア

テ
ス
ト
後
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
ヘ
戻
り
ま

し
た
。
す

る
と
携
帯

ヘ
ゴ

ル

フ
協

会
か
ら
連
絡
が
入

っ
た
の
で
す
。

「
山
崎
選
手

で
す
か
？
ス
コ
ア
の
事

で
確
認
し
た

い
事

が
あ
り
ま
す

の

で
ア
テ
ス
ト
会
場
べ
来
て
下
さ

い
」

不
安

で

い

っ
ぱ

い
な
気
持
ち
を

抱
え

て
ア
テ
ス
ト
会
場

へ
行
く
と
、

競
技
員
か
ら
、

「
山
崎
さ
ん
１３
番
ホ
ー
ル
の
ス
コ
ア

は

い
く

つ
で
し
た
か
？
」

自
分

の
記
憶

で
は
バ
ー
デ
ィ
ー

だ

っ
た
の
で

「
３
」
で
す
と
答
え
た
。

し
か
し
、
競
技
員
が
出
し
た

ス

コ

ア
カ
ー
ド

に
は

「
２
」
と
記
入
し

て
あ
り
ま
し
た
。
頭
が
真

っ
白

に

な
り
言
葉
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
ゴ

ル
フ
人
生
初

の
過
少
申
告
と
し
て
、
失
格
と

い

う
結
果

で
日
本
オ
ー
プ

ン
を
終
え

る
事

に
な
り
ま
し
た
。
本
当

に
自

分
が
情
け
無
く
、
応
援
し

て
頂

い

た
皆
様

へ
の
謝
罪

の
気
持
ち
が
湧

き
出

て
き
ま
し
た
。
ゴ

ル
フ
ア
ー

と
し
て
最
後

の
詰
め

で
あ

る
ス
コ

ア
の
確
認
漏
れ
で
最
悪
な
結
果
と

な
り
ま
し
た
‥

初

ツ

ア
ー

の

デ
ビ

ュ
ー
戦

で
、

初

メ
ジ

ャ
ー

に
挑

み
ゴ

ル
フ
人
生

初
失
格
。

『悔
し

い
で
す
が
こ
れ
が

現
実

で
す
‐
一
こ
の
経
験
を
活
か

す
も
殺
す
・
ヽ

今
後

の
結
果
や
考

え
方

で
ど
′

な
色

に
も
な
る
と
思

い
ま
し
た
ｃ

自
分
は
こ
う
経
験
を
活
か
し
、
ま

た
１
つ
成
長

）て
よ
り

一
層
ゴ
ル
フ

と
し

っ
か
り

］き
合

い
、
日
々
の
練

習
や
普
段

（
生
活
か
ら
取
り
組

み
、

今
後

の
ゴ

‐‐
フ
人
生
を
よ
り
良

い

も

の
に
し

´
い
く
た
め
頑
張

っ
て

行
き
た
い
，
■
（意
し
ま
し
た
。

集

後

記

上田市指定
地域密着型特定有料老人ホーム

番地 1
1310

卜羹釉藝 晰
惧
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